
特別支援教育の概要と
学校における医療的ケア

北海道教育庁学校教育局特別支援教育課

医療的ケア看護職員向け着任時研修動画



平成10～13年度 ○ 「養護学校における医療的ケアに関する研究会」設置

平成13年度 ○ 「北海道夕張高等養護学校」開校

平成15・16年度 ○ 「養護学校における医療的ケアに関するモデル事業」

平成16年10月 ○ 厚労省、文科省「盲・聾・養護学校におけるたんの吸引等の取扱いについて」通知

平成17年度～ ○ 「養護学校における医療的ケア体制整備事業」実施

（現：特別支援学校における医療的ケア体制整備事業）

平成23年12月 ○ 文科省「特別支援学校等における医療的ケアの今後の対応について」通知

平成28年６月 ○ 児童福祉法の改正

○ 文科省等「医療的ケア児の支援に関する保健、医療、福祉、教育等の連携の一層の

推進について」通知

平成29年度～令和元年度○ 「高度な医療的ケア等に対応した校内支援体制充実事業」

平成31年３月 ○ 文科省「学校における今後の医療的ケアの対応について」通知

令和３年９月 ○「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」施行

○ 文科省「小学校等における医療的ケア実施支援資料」

本道における医療的ケア実施のための体制整備



基本理念
１ 医療的ケア児の日常生活・社会生活を社会全体で支援

２ 個々の医療的ケア児の状況に応じ、切れ目なく行われる支援

→ 医療的ケア児が医療的ケア児でない児童等と共に教育を受けられるように最大限に配慮しつつ適切に行わ

れる教育に係る支援等

３ 医療的ケア児でなくなった後にも配慮した支援

４ 医療的ケア児と保護者の意思を最大限に尊重した施策
５ 居住地域にかかわらず等しく適切な支援を受けられる施策

（教育を行う体制の拡充等）
第十条 国及び地方公共団体は、医療的ケア児に対して教育を行う体制の拡充が図られるよう、医療的ケア児
が在籍する学校に対する支援その他の必要な措置を講ずるものとする。

２ 学校の設置者は、その設置する学校に在籍する医療的ケア児が保護者の付添いがなくても適切な医療的ケ
アその他の支援を受けられるようにするため、看護師等の配置その他の必要な措置を講ずるものとする。

３ 国及び地方公共団体は、看護師等のほかに学校において医療的ケアを行う人材の確保を図るため、介護福
祉士その他の喀痰吸引等を行うことができる者を学校に配置するための環境の整備その他の必要な措置を講
ずるものとする。

医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律



「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律の施行について」（令和３年９月17日）３文科初第1071号文部科学省初等中等教育局長通知

学校における医療的ケアに関する基本的な考え方

〇 医療的ケア児が医療的ケア児でない児童生徒等と共に教育を受け
られるよう最大限に配慮しつつ適切に教育に係る支援を行うに当
たっては、医療的ケア児の可能性を最大限に発揮させ、将来の自立
や社会参加のために必要な力を培うという視点に立つことが重要

〇 医療的ケア児の実態は多様であることから、医療的ケアの種類や
頻度のみに着目して画一的な対応を行うのではなく、一人一人の教
育的ニーズに応じた指導を行うことが必要



特別支援学校
小・中学校等

特別支援学級 通級による指導

概要
障がいの程度が比較的重い児童生徒を
対象として、専門性の高い教育を実施

障がいの種別ごとの学級を編制し、児
童生徒一人一人に応じた教育を実施

大部分の授業を在籍する通常の学級で
受けながら、一部の時間で障がいに応じ
た特別な指導を実施

学級編制
定数措置
（公立）

【小・中】１学級６人
【高】 １学級８人
※ 重複障がいの場合、１学級３人

１学級８人
【小・中】13人に１人の教員を措置
※ 平成29年度から基礎定数化

【高】 加配措置

教育課程

各教科等に加え、「自立活動」の指導
を実施。
障がいの状態等に応じた弾力的な教育
課程が編成可。
※ 知的障がい者を教育する特別支援学校で
は、他の障がい種と異なる教育課程を編成。

基本的には、小学校・中学校の学習
指導要領に沿って編成するが、実態に
応じて、特別支援学校の学習指導要領
を参考とした特別の教育課程が編成可。

通常の学級の教育課程に加え、又は
その一部に替えた特別の教育課程を編
成。
【小・中】週１～８コマを標準
【高】 年間７単位以内

それぞれの児童生徒について個別の教育支援計画（家庭、地域、医療、福祉、保健等の業務を行う関係機関との連携を図
り、長期的な視点で教育的支援を行うための計画）と個別の指導計画（一人一人の教育的ニーズに応じた指導目標、内容、
方法等をまとめた計画）を作成。

文部科学省「新しい時代の初等中等教育の在り方について」関係資料（平成31年４月）

障がいのある児童生徒に対し、多様な学びの場において、少人数の学級編制、特別の教育課程等に
よる適切な指導及び支援を実施

特別支援教育の概要
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本人・保護者の意見を最大限尊重（可能な限りその意向を尊重）し、教育的ニーズと必要な支
援について合意形成を行うことを原則とし、最終的に市町村教育委員会が就学先を決定

道教委

※就学先決定後も柔軟に
就学先を見直していく
（総合的判断）

「文部科学省初等中等教育局特別支援教育課『障害のある子供の教育支援の手引』令和３年６月」に基づき作成

障がいのある児童生徒の就学先決定（手続きの流れ）



学校教育法施行令第22条の３

特別支援学校の対象となる児童生徒



平成25年10月４日付け25文科初第756号「障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援について（通知）」

特別支援学級の対象となる児童生徒



平成25年10月４日付け25文科初第756号「障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援について（通知）」

通級による指導の対象となる児童生徒



学校において医療的ケアを実施する意義

○ 教育機会の確保・充実
授業の継続性の確保、訪問教育から通学への移行、登校日数の増加

学校において医療的ケアを実施することで

○ 経管栄養や導尿等を通じた生活リズムの形成
（健康の保持・心理的な安定）

○ 吸引や姿勢変換の必要性など自分の意思や希望を伝える力の育成
（コミュニケーション・人間関係の形成）

○ 排痰の成功などによる自己肯定感・自尊感情の向上
（心理的な安定・人間関係の形成）

○ 安全で円滑な医療的ケアの実施による信頼関係の構築
（人間関係の形成・コミュニケーション）

平成29年度特別支援学校における医療的ケアに関する連絡協議会資料より抜粋（平成29年）文部科学省



☆ 医療的ケア看護職員は、その専門性を活かして医療的ケアを進め、教員がそ
の専門性を活かしてサポートする。

☆ 教員は、その専門性を活かして授業を進め、医療的ケア看護職員が、その専
門性を活かしてサポートする。

医療的ケアが必要な児童生徒が安全に学習できる環境を
つくるために

教員と医療的ケア看護職員双方がその専門性を発揮して
児童生徒の成⾧・発達を最大限に促す。

教育活動

教員の専門性

医療的ケア

医療的ケア看護職員の専門性

密接に関連

平成29年度特別支援学校における医療的ケアに関する連絡協議会資料より一部改変（平成29年）文部科学省



医療的ケア指導医による巡回相談

目的
医療的ケアに精通した医師（以下、「医療的ケア指導医」という。）を医療的ケ

ア児が在籍する公立学校に派遣するなどして、医療的ケア実施体制の整備等につい
て助言することにより、本道における医療的ケア児に対する教育や校内支援体制の
充実を図る。

巡回相談における医療的ケア指導医の業務
○ 在籍する医療的ケア児への対応に係る校内支援体制の整備に係る助言
○ 当該医療的ケア児の医療的ケア実施に係る対応に関する指示
※ 医療的ケア指導医が医療的ケアの実施に係る指示を行う場合については、医
療的ケア指導医は主治医から情報提供を受け、診察を行った上で、助言する。


